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ご
み
の
不
法
投
棄
は
逮
捕
に
も
つ
な
が
る
重
大
な
犯
罪
だ
と
い
う
こ
と
を
皆

さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
道
端
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
空
き
地
に
放
置
さ
れ
た

大
き
な
家
電
製
品
な
ど
、
そ
の
多
く
を
日
常
生
活
の
中
で
目
に
し
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。

　
実
は
遠
別
町
で
も
ご
み
の
不
法
投
棄
が
相
次
い
で
お
り
、
警
察
と
そ
の
対
応

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
別
町
の
景
観
を
守
る
た
め
、
自
然
破
壊
の
原
因
に
も
な
り
う
る
不
法
投
棄

に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
日
常
生
活
で
出
た
ご
み
や
粗
大
ご

み
、
そ
の
他
不
要
物
を
捨
て
る
場
合
、

当
然
正
し
い
処
理
方
法
で
処
分
し
な

く
て
は
な
ら
ず
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
廃
掃
法
）」

に
よ
っ
て
適
正
な
分
別
、
収
集
、
処

分
等
の
処
理
方
法
が
し
っ
か
り
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
規
定
に
反
し

て
ご
み
を
捨
て
た
り
、
放
置
し
た
り

す
る
行
為
が
不
法
投
棄
に
該
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
よ
く
目
に
す
る
空
き
缶
や
た
ば
こ

の
吸
い
殻
等
を
捨
て
る
行
為
、
い
わ

ゆ
る
„
ポ
イ
捨
て
“
も
十
分
不
法
投

棄
に
該
当
す
る
の
で
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
行
為
で
す
！

そ
も
そ
も

不
法
投
棄
っ
て
？

　
不
法
投
棄
は
重
大
な
違
法
行
為
で

あ
り
、
不
法
投
棄
者
に
は
次
の
罰
則

を
科
さ
れ
ま
す
。

▼
個
人
の
場
合

５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
，

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、

又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

（
廃
掃
法 

第
25
条 

第
１
項
第
14
号
）

▼
法
人
の
場
合

３
億
円
以
下
の
罰
金
刑

（
廃
掃
法 

第
32
条 

第
１
項
第
１
号
）

▼
不
法
投
棄
を
犯
す
目
的
で
廃
棄
物

の
収
集
又
は
運
搬
を
し
た
場
合

３
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
３
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

（
廃
掃
法 

第
26
条 

第
６
号
）

不
法
投
棄
に
対
す
る

罰
則
っ
て
？

　
不
法
投
棄
多
発
エ
リ
ア
に
は
不
法

投
棄
を
抑
止
す
る
た
め
の
看
板
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

看
板
設
置
中
！

　
ご
み
を
廃
棄
す
る
に
は
も
ち
ろ
ん

費
用
が
発
生
し
ま
す
。
お
金
を
支
払

い
た
く
な
い
、
処
分
す
る
た
め
の
手

続
き
が
面
倒
だ
と
い
う
理
由
で
簡
単

に
ポ
イ
捨
て
を
し
た
り
、
人
目
の
つ

か
な
い
と
こ
ろ
に
ご
み
を
投
げ
捨
て

る
行
為
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
景
観
を
損
ね
、
悪
臭
・
害

虫
等
の
発
生
に
よ
り
周
囲
に
多
大
な

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
、
そ
し
て
何

よ
り
犯
罪
行
為
だ
と
い
う
こ
と
を
絶

対
に
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
廃
棄
物
処
理
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か

り
と
守
り
、
適
正
な
処
分
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

最
後
に

　
不
法
投
棄
が
発
見
さ
れ
る
主
な
場

所
と
し
て
、

　
▼
道
路
沿
い
等
の
公
道

　
▼
山
林

　
▼
河
川

　
▼
空
き
地
　
な
ど

こ
れ
ら
の
場
所
で
多
く
の
不
法
投
棄

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
誰
か
が
車
内
か
ら
ご

み
を
投
げ
捨
て
る
光
景
を
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
も
立
派
な

不
法
投
棄
と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
山
林
の
奥
地
で
は
、
家

電
製
品
等
の
大
き
な
粗
大
ご
み
や
家

庭
ご
み
が
無
造
作
に
投
げ
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
誰
か
が
軽
い
気
持
ち
で
ご
み
を
捨

て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
所
に

次
々
と
新
た
な
不
法
投
棄
が
増
え
、

誰
も
が
犯
罪
を
起
こ
し
う
る
環
境
へ

と
変
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
ん
な
場
所
に
多
い
？

改めてごみ処理手数料（販売額）を確認しましょう！
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ご
み
の
不
法
投
棄
は
逮
捕
に
も
つ
な
が
る
重
大
な
犯
罪
だ
と
い
う
こ
と
を
皆

さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
道
端
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
空
き
地
に
放
置
さ
れ
た

大
き
な
家
電
製
品
な
ど
、
そ
の
多
く
を
日
常
生
活
の
中
で
目
に
し
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。

　
実
は
遠
別
町
で
も
ご
み
の
不
法
投
棄
が
相
次
い
で
お
り
、
警
察
と
そ
の
対
応

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
別
町
の
景
観
を
守
る
た
め
、
自
然
破
壊
の
原
因
に
も
な
り
う
る
不
法
投
棄

に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
日
常
生
活
で
出
た
ご
み
や
粗
大
ご

み
、
そ
の
他
不
要
物
を
捨
て
る
場
合
、

当
然
正
し
い
処
理
方
法
で
処
分
し
な

く
て
は
な
ら
ず
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
廃
掃
法
）」

に
よ
っ
て
適
正
な
分
別
、
収
集
、
処

分
等
の
処
理
方
法
が
し
っ
か
り
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
規
定
に
反
し

て
ご
み
を
捨
て
た
り
、
放
置
し
た
り

す
る
行
為
が
不
法
投
棄
に
該
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
よ
く
目
に
す
る
空
き
缶
や
た
ば
こ

の
吸
い
殻
等
を
捨
て
る
行
為
、
い
わ

ゆ
る
„
ポ
イ
捨
て
“
も
十
分
不
法
投

棄
に
該
当
す
る
の
で
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
行
為
で
す
！

そ
も
そ
も

不
法
投
棄
っ
て
？

　
不
法
投
棄
は
重
大
な
違
法
行
為
で

あ
り
、
不
法
投
棄
者
に
は
次
の
罰
則

を
科
さ
れ
ま
す
。

▼
個
人
の
場
合

５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
，

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、

又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

（
廃
掃
法 

第
25
条 

第
１
項
第
14
号
）

▼
法
人
の
場
合

３
億
円
以
下
の
罰
金
刑

（
廃
掃
法 

第
32
条 

第
１
項
第
１
号
）

▼
不
法
投
棄
を
犯
す
目
的
で
廃
棄
物

の
収
集
又
は
運
搬
を
し
た
場
合

３
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
３
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

（
廃
掃
法 

第
26
条 

第
６
号
）

不
法
投
棄
に
対
す
る

罰
則
っ
て
？

　
不
法
投
棄
多
発
エ
リ
ア
に
は
不
法

投
棄
を
抑
止
す
る
た
め
の
看
板
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

看
板
設
置
中
！

　
ご
み
を
廃
棄
す
る
に
は
も
ち
ろ
ん

費
用
が
発
生
し
ま
す
。
お
金
を
支
払

い
た
く
な
い
、
処
分
す
る
た
め
の
手

続
き
が
面
倒
だ
と
い
う
理
由
で
簡
単

に
ポ
イ
捨
て
を
し
た
り
、
人
目
の
つ

か
な
い
と
こ
ろ
に
ご
み
を
投
げ
捨
て

る
行
為
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
景
観
を
損
ね
、
悪
臭
・
害

虫
等
の
発
生
に
よ
り
周
囲
に
多
大
な

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
、
そ
し
て
何

よ
り
犯
罪
行
為
だ
と
い
う
こ
と
を
絶

対
に
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
廃
棄
物
処
理
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か

り
と
守
り
、
適
正
な
処
分
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

最
後
に

　
不
法
投
棄
が
発
見
さ
れ
る
主
な
場

所
と
し
て
、

　
▼
道
路
沿
い
等
の
公
道

　
▼
山
林

　
▼
河
川

　
▼
空
き
地
　
な
ど

こ
れ
ら
の
場
所
で
多
く
の
不
法
投
棄

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
誰
か
が
車
内
か
ら
ご

み
を
投
げ
捨
て
る
光
景
を
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
も
立
派
な

不
法
投
棄
と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
山
林
の
奥
地
で
は
、
家

電
製
品
等
の
大
き
な
粗
大
ご
み
や
家

庭
ご
み
が
無
造
作
に
投
げ
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
誰
か
が
軽
い
気
持
ち
で
ご
み
を
捨

て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
所
に

次
々
と
新
た
な
不
法
投
棄
が
増
え
、

誰
も
が
犯
罪
を
起
こ
し
う
る
環
境
へ

と
変
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ど
ん
な
場
所
に
多
い
？

改めてごみ処理手数料（販売額）を確認しましょう！
種　類 単位等 料　金

 生ごみ

 3ℓ  1 冊（5 枚入） 80 円
 6ℓ  1 冊（5 枚入） 160 円
 12ℓ  1 冊（5 枚入） 320 円
 20ℓ  1 冊（5 枚入） 540 円
 40ℓ  1 冊（5 枚入） 1,080 円

 ペットのフン  6ℓ  1 冊（5 枚入） 160 円

 一般ごみ・衣類等・紙おむつ等
 20ℓ  1 冊（5 枚入） 220 円
 40ℓ  1 冊（5 枚入） 430 円

 資源ごみ　※ 1
 20ℓ  1 冊（5 枚入） 40 円
 40ℓ  1 冊（5 枚入） 80 円

 粗大ごみ  1 個  1 枚 540 円
 家電リサイクル法対象外の冷凍庫  1 台  粗大ごみ処理券 20 枚 10,800 円
 直接搬入ごみ  従量制  1kg 当 43 円

 動物処理手数料
 大動物  1 体 5,500 円
 中動物  1 体 3,300 円
 小動物  1 体 1,100 円

 し尿処理手数料（汲み取り料）  10ℓ当 80 円

※ 1　資源ごみは「びん・缶・ペットボトル」「白色トレー・発泡スチロール」「プラスチック類」「紙類」
「金属類」「危険ごみ」です。
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ウイエペツ俳句会　五月の句ウイエペツ俳句会　五月の句
『
高
速
路 

植
田
左
右
に 

展
開
す
』

『
騒
め
け
り 

校
外
授
業
や 

新
樹
光
』

加
　
藤
　
数
　
子

う
え

　

 

た

　
　さ

　

 

ゆ
う

ざ
わ

し
ん
　じ
ゅ
　こ
う

『
旅
鳥
の 

羽
賑
や
か
に 

水
田
か
な
』

『
写
真
展 

窓
一
面
の 

緑
雨
か
な
』

家
　
入
　
麗
　
子

た
び  

ど
り

み
ず    

た

り
ょ
く

　う

『
植
田
風 

波
寄
す
が
ご
と 

田
か
ら
田
へ
』

『
青
空
へ 

諸
手
挙
ぐ
る
や 

花
李
』

国
　
谷
　
ミ
ツ
ヱ

う
え

　

 

た

　

 

か
ぜ

も
ろ
　

 

て

　
　あ

は
な
す
も
も

な
み

　よ

『
順
調
に 

植
田
安
堵
の 

酒
を
酌
む
』

『
青
嵐 

一
枚
羽
織
り 

戸
締
り
を
』

別
　
段
　
典
　
代

う
え

　た

　

 

あ
ん
　

  

ど

あ
お
あ
ら
し

く

遠
別
町
消
防
団
に

総
務
大
臣
感
謝
状
伝
達

　
５
月
７
日
、
令
和
２
年
度
総
務
大

臣
感
謝
状
の
伝
達
式
が
町
長
室
で
行

わ
れ
、
笹
川
町
長
か
ら
町
消
防
団
（
北

川 

彰 

団
長
）
に
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
消
防
団
員
の
確
保
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
む
消
防
団
に
対

し
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
町
消
防
団
は

若
い
男
性
団
員
を
は
じ
め
、
女
性
団

員
を
５
名
確
保
す
る
な
ど
、
そ
の
積

極
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
川
団
長
は
、「
今
後
も
町
消
防
団

員
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
決
意
を
新
た
に
感
謝
状
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

遠
別
町

生
活
支
援
助
成
券
配
布

　
５
月
25
日
、
町
独
自
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
と
し

て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
町
内
全
世

帯
に
生
活
支
援
助
成
券
が
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
々
感
染
対
策
に
追
わ
れ
、
緊
急

事
態
宣
言
に
伴
う
外
出
等
の
自
粛
や

イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
、
各
施
設
の
使

用
制
限
な
ど
日
常
生
活
に
お
い
て
た

だ
な
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
少
し
で
も
町
民
の
皆
様
の
一

助
と
な
れ
る
よ
う
本
年
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
配
布
さ
れ
た
券
は
一
人
当
た
り
１

万
円
分
で
、
う
ち
３
千
円
分
が
飲
食

専
用
券
、
７
千
円
分
が
飲
食
・
買
物

共
通
券
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
３
年

11
月
30
日
ま
で
利
用
可
能
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
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出産前後の国民年金保険料が免除になります
　平成 31 年４月から出産前後期間の国民年金保険料が免除される制度が始まりました。

　平成 31 年２月１日以降に出産をした方が対象となり、出産予定日または出産日が属す

る月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除になります。

　届出は、出産予定日の６か月前からできますので、お早めの届出をお願いします。

　届出の用紙は、日本年金機構のホームページ（https://www.nenkin.go.jp）から印刷

をするか、遠別町役場の福祉課福祉係窓口または年金事務所に備え付けてあります。

■　稚内年金事務所　☎ 0162 － 32 － 1941

外出先でも自宅と同じ情報を手元に！
　ご自宅のテレビ電話の「お知らせ」を、スマートフォンで受け取ることができます。

　ホームページに掲載されている登録方法に沿って、登録してください。

　登録後、役場２階総務課企画振興係の窓口にて、行政サービスポイント５００ポイントを進呈します。

　※窓口にて、スマートフォンの画面を提示してください。

　※既に登録済みの方も対象です。

　登録方法が分からない方は、下記の連絡先へお気軽にお問い合わせください。

　　　■　ＮＰＯ法人えんおこ　☎０１６３２－９－７１５１

　　　■　株式会社アイ・コミュニケーション　☎０１２０－３５１－０２５

　　　■　役場総務課企画振興係　☎　０１６３２－７－２１１１（内線２１６、２１７）

知ってますか？道の「苦情審査委員」制度
〇　道が行った業務や制度の内容を審査する制度が、「北海道苦情審査委員」制度です。

〇　皆さん自身の利害に関する苦情であれば、苦情審査委員に申立てができます。

〇　皆さんに代わって、苦情審査委員が公正で中立的な立場から、道の関係機関に対し、必要な調査等を行います。

〇　審査の結果、道の業務に不備な点や制度に問題があるときは、道の機関に是正や改善を求めます。

〇　もちろん、個人情報の保護にも十分配慮します。

①苦情申立の窓口は、道庁の「道政相談センター」か各総合振興局（振興局）の総務課。

②苦情申立書の付いたリーフレットを用意しています。

③ホームページからでも申立書をダウンロードできます。

　→　道トップページの「総合案内」の　道政相談等の窓口

　　→　「２ 苦情審査委員の窓口」の　道政に関する苦情申立ては、北海道苦情審査委員へ

　　　→　４ 苦情申立てについて（申立書はこちら）

④申立て方法は、「苦情申立書」に必要な事項を記入し、提出してください。

　また、郵送、ファックス、メールでも申立てができます。

⑤問い合わせ先　　・北海道総合政策部知事室道政相談センター

　　　　　　　　　　〒０６０－８５８８　札幌市中央区北３条西６丁目

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０１１－２０４－５５２３（直通）　ＦＡＸ　０１１－２４１－８１８１

　　　　　　　　　　メール　kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp

　　　　　　　　　・各総合振興局（振興局）総務課
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ヘルプマーク・カードを配布しています！
　当町では、北海道の取り組みに合わせて「ヘルプマーク」「ヘルプカード」の配布を行っています。

　「ヘルプマーク」「ヘルプカード」を身に着けている方を見かけた場合、電車やバス内では席を譲る、困っ

ているようであれば声をかけるなど、思いやりのある行動をお願いいたします。

　●　ヘルプマークとは？
　援助や配慮を必要としていることを、外見からはわからない方が、着用することで周囲の方に配慮を必

要とすることを知らせ、援助を得やすくするものです。

　●　ヘルプカードとは？
　障がいのある人などが持ち、災害や緊急時など、周囲の方に手助けを求めたい時などに提示し、手助け

を求めるものです。

　●　配布の対象者は？
　＜ヘルプマーク＞

　　　外見からは配慮や援助が必要とわかりにくい方

　　（例）・義足や人工関節を使用されている方

　　　　 ・内部障がいや難病の方

　　　　 ・その他援助や配慮を必要とする方

　　　※　配布に当たっては、障害者手帳などの提示は不要ですが、

　　　　氏名等について受付時に書類に記入いただきます。

　＜ヘルプカード＞

　　　障がいなどがあり、周囲から手助けが必要な方

　●　配布場所
　　　役場 福祉課 福祉係
　　　※ヘルプカードは、町のホームページからも様式をダウンロードできます。

■　役場福祉課福祉係　☎ 01632 － 7 － 2114

【ヘルプマーク】

【ヘルプカード】
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児童手当制度のご案内
～手続きのお忘れが無いようにお願いいたします～

【制度概要】
　児童を養育している方に手当てを支給することにより、家庭等における生活の安定と次代の社会を担う児

童の健やかな成長に資することを目的としています。

【支給対象】
　中学校卒業まで（15 歳の誕生日後の最初の 3 月 31 日まで）の児童を養育している方

　　・原則、児童が日本国内に住んでいる場合に支給します。

　　・父母が離婚協議中等で別居している場合は、児童と同居している父または母等に支給します。

　　・父母が海外に住んでいる場合、父母が指定した児童を養育している方（父母指定者）に支給します。

【支 給 額】
　　・３歳未満　　　　　　　月額　１５，０００円

　　・３歳以上小学校修了前　月額　１０，０００円（第３子以降は１５，０００円）

　　・中学生　　　　　　　　月額　１０，０００円

　　　※児童を養育している方の所得が所得制限限度額以上の場合

　　・特例給付　　　　　　　月額　　５，０００円

【支給時期】
　原則として、毎年６月、１０月、２月に、それぞれの前月分までの手当を支給します。

【手 続 き】
　以下のいずれかに該当する場合は、手続きが必要になります。

　　〇初めてお子さんが生まれたとき

　　〇第２子以降の出生によりお子さんが増えたとき

　　〇他の市区町村に転出するとき

　　〇受給者や養育している児童の氏名、住所等が変わったとき

　　　※その他にも手続きが必要になる場合があります

　　〇現況届（毎年６月）

　　　毎年６月１日現在の状況を把握し、引き続き手当を受けることができる要件を満たしているか確認す

るものです。

　　　※提出がない場合は、６月分以降の手当が受けられなくなります。

今月（６月）は、現況届の提出が必要です。対象者には書類を送付しています。

■　お問い合わせ・手続き先
　　福祉課 福祉係（役場１階　４番窓口）　☎ 01632 － 7 － 2114
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令和３年度　北留萌消防組合職員募集！
１．職務内容
　　　〇北留萌消防組合に勤務し、消防業務に従事します。

２．勤務場所及び採用予定人員
　　　〇一般消防職員

所　属　名 住　所 人数
（１）北留萌消防組合消防署初山別支署 苫前郡初山別村字初山別１０３番地 ２名

　　　〇救急救命士資格取得者
所　属　名 住　所 人数

（１）北留萌消防組合消防署遠別支署 天塩郡遠別町字本町４丁目４５番地 １名
（２）北留萌消防組合消防署天塩支署 天塩郡天塩町海岸通５丁目５０番地 １名

３．受験資格及び区分
　　　〇一般消防職員
　　　　・令和 3 年 4 月 1 日現在の年齢が満 29 歳以下の方
　　　　・高等学校卒業（短大・専門学校卒業及び救急救命士資格者（※ 1）を含む。）※ 1　救急救命士としての採用ではありません。
　　　　・学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業又は卒業見込み者は除く。

　　　〇救急救命士資格取得者
　　　　・令和 3 年 4 月 1 日現在の年齢が満 25 歳以下の方
　　　　・救急救命士（救急救命士資格取得者）

　　　　　また、次の身体等に関する要件が必要です。
身　体 心身共に健康で四肢が正常に機能し、職務遂行に支障がない状態であること
視　力 矯正視力 0.7 以上 聴　力 左右正常であること
色　覚 正常な者

自動車運転免許 採用までに、普通自動車運転免許を有する者（普通ＡＴ運転免許を除く）
また、普通自動車運転免許を有する者は採用後３年以内に自己負担で大型自動車運転免許を取得できる者

居　住　要　件 採用時までに勤務地に居住できる者

４．試験の方法
　　　〇一般消防職員　　　　　　①教養試験、②論文試験、③面接試験、④体力検査
　　　〇救急救命士資格取得者　　①論文試験、②面接試験、③体力検査
　　　　※運動着及び運動靴を持参して下さい。また、当日の健康管理は自己責任とします。

５．試験の日時、会場及び結果通知
　　　〇日　　時　　令和 3 年 6 月 29 日（火）　　〇一般消防職員　　　　　　午前　9 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〇救急救命士資格取得者　　午前 11 時 00 分～午後 5 時 30 分
　　　〇場　　所　　北留萌消防組合消防本部　☎０１６４－６２－１２２０
　　　〇結果通知　　令和 3 年 7 月 9 日（金）　　「合否」にかかわらず全員に通知します。なお、多少前後する場合がございます。

６．受験手続及び受付期間等
受付期間 令和 3 年 5 月 17 日から令和 3 年 6 月 16 日まで（土曜日、日曜日、祝日は受付けません。）

申込書の請求先 北留萌消防組合消防本部、消防署、各支署に請求して下さい。

申込先
〒 078-4105　北海道苫前郡羽幌町南 5 条 4 丁目 6 番地
　　　　　　　北留萌消防組合消防本部総務課　☎ 0164-62-1220
※提出された書類審査に合格された方には受験票を送付します。

７．合格から採用まで
　　　〇一般消防職員及び救急救命士資格取得者は、令和 3 年 8 月 1 日採用予定となります。

８．その他
　　　〇この試験についての不明な点は、北留萌消防組合消防本部総務課（☎ 0164-62-1220）へお問合せ下さい。
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自衛官等採用試験のご案内
　令和４年３・４月採用の自衛官等の採用試験を行います。

種目（受験年齢） 採用種目の概要 試験日 受付

自衛官候補生
男子・女子

(18 歳以上～ 33 歳未満 )

陸は２年、海・空は３年（自衛官候補生の３か月間含む）の任
期制隊員コース。入隊して３か月間は自衛官候補生として経験
を積み、その後２等陸・海・空士に任命されます。任期終了後
は民間企業への就職か、継続任用が選択できます。選抜試験に
合格すれば曹への昇任も可能です。

受付時にお知らせ
します。

年間を通じて
行っておりま
す。

一般曹候補生
男子・女子

(18 歳以上～ 33 歳未満 )

部隊の中核である曹を養成するコース。陸・海・空の各部隊で
経験を積み、入隊後、２年９か月以降、選考により曹へと昇任
します。
月額 :179,200 円 賞与 : 年 2 回 (6 月、12 月 )

１次試験
9 月 16 日

( 試験会場：稚内 )
９月 17、18、19
日に旭川でも試験
が行われます。

７月１日
～

９月６日

航空学生
男子・女子

（海 :18 歳～ 23 歳未満）
（空 :18 歳～ 21 歳未満）

航空自衛隊のパイロット・海上自衛隊のパイロット及び戦術航
空士を目指す幹部自衛官養成コース。高校卒業後、最も早く機
長として活躍できます。
月額 :179,200 円 賞与 : 年 2 回 (6 月、12 月 )

１次試験
9 月 20 日

( 試験会場：旭川 )

７月１日
～

９月９日

その他採用試験種目

〇防衛大学校学生 ( 推薦、総合選抜、一般 )
〇防衛医科大学校学生
〇防衛医科大学校看護学科学生（自衛官候補看護学生）
〇陸上自衛隊高等工科学校生徒 ( 推薦、一般 )
〇予備自衛官補（一般、技能）
　予備自衛官補は、一般の社会人や学生といった自衛官未経験者を「予備自衛官補」として公募、
採用し教育訓練終了後、「予備自衛官」として任用する制度です。

【問い合わせ先】

　自衛隊旭川地方協力本部稚内地域事務所（稚内市大黒 4 丁目 6 番 34 号）　　☎ 0162-23-2721

密漁の罰則強化！

■　留萌振興局産業振興部水産課漁業管理係　☎ 0164 － 42 － 8472

特定水産動植物（アワビ・ナマコ）
の採捕禁止違反の罪を新設

　　（罰則）
　・３年以下の懲役又は３０００万円以下の罰金

密漁品流通の罪を新設

　（罰則）
　・３年以下の懲役又は３０００万円以下の罰金

無許可操業の罪について
罰則を引き上げ

　（罰則）
　・３年以下の懲役又は３００万円以下の罰金

漁業権侵害の罪について
罰則を引き上げ

　（罰則）
　・１００万円以下の罰金

・アワビ・ナマコが特定水産動物に指定され、許可なく採捕した者、密漁品と知って譲り受けや運搬な
どをした者への罰則が新設されました。

・無許可操業や漁業権侵害の罰則が引き上げされました。

密漁の罰則が強化されました
令和２年１２月１日施行の改正漁業法により
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警察署から警察署から消防支署から
二輪車の交通事故防止

『二輪車もスピードダウンで事故防止』

（１）バイクのウィークポイントを知ろう
　　　車体が小さく見えるので、車から見落とさ

れやすく、速度が遅いと思われたり、発見が
遅れ、衝突されるケースが多い。

（２）交通事故を防止するために
　ア　ライダーのみなさんへ
　　　〇　速度の出し過ぎは命とりです。交差点で

は、対向からの右折車に注意しましょう。
　　　〇　カーブ手前の直線は、十分に減速しま

しょう。
　　　〇　自分の体力を考えたツーリングを心掛

け、経験の浅い人に合わせた運行計画をつ
くりましょう。

　　   〇　事前に待ち合わせ場所を決めて、仲間と
離れても焦らず無理に追いつこうとしないよ
うにしましょう。

　　　〇　他の車から見えるように、昼間もライトを
点灯しましょう。　　

　イ　ドライバーのみなさんへ
　　　〇　一時停止標記や信号は必ず遵守し、交

差点での安全確認を徹底して、バイクを見
逃さないよう注意しましょう。

　

（警察本部交通部交通企画課）
天塩警察署　℡２‐２１１０
遠別駐在所　℡７‐２１１０

・　家庭ごみの焼却にあっては、処理基準を満たした
焼却設備を用いて焼却することとされており、ドラム
缶や簡易焼却炉で燃やしてはいけません。
　また、「野焼き」も禁止されており、直接罰の対象
となっています。

・　廃棄物の焼却禁止違反
　５年以上の懲役もしくは１，０００万円以下の罰金、
又はこの併科。さらには法人等に対して３億円以下の
罰則。

・　風俗習慣、宗教上必要な焼却、農林水産業を営む
ために必要な焼却等、法律で別に定められた焼却に
ついては罰則の適用から除外されます。

※火災とまぎらわしい煙又は火災を発するおそれのあ
る行為の届出書は役場へ行かず、直接消防署で届出
書を提出してく下さい。

ごみ焼き行為は法律で禁止されています！

消防消防署ホームページ
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/shobo/
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※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

6 月 （June）
15㈫

16㈬

17㈭ 子宮頸がん検診（マナピィ・21）

18㈮

19㈯

20㈰

21㈪ マナピィ・21 図書室休館

22㈫

23㈬

24㈭

25㈮

26㈯ 第１回 子どもチャレンジ教室　10：00 ～

27㈰ マナピィ・21 図書室休館

28㈪ マナピィ・21 図書室休館

29㈫

30㈬

7月 （July）
1 ㈭

2 ㈮

3 ㈯

4 ㈰

5 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

6 ㈫

ひよこタイム（子育て支援センター10：00 ～）
自動車運転免許更新時講習（天塩町）

10：00 ～初回
13：00 ～優良
13：45～一般
15：00～違反

7 ㈬ 乳幼児健診（診察開始 10：30 ～健康管理センター）

8 ㈭

9 ㈮

10㈯

11㈰ マナピィ・21 図書室休館

12㈪ 乳がん検診（マナピィ・21）
マナピィ・21 図書室休館

13㈫ 乳がん検診（マナピィ・21）

14㈬

15㈭

町のカレンダー ２０２１

○　ごみに関するご不明な点は、『ごみガイドブック』をご覧いただくか、西天北五町衛生施設組合（☎５－1154）
又は住民課生活広報係（☎７－2113）にお問い合わせください。

曜日 月 火 水 木 金 7月収集の粗大ごみ

種類 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ 資源ごみ全般

紙おむつ等・衣類等
生ごみ

ペットのふん
農村地区のみ
５種類を全部

申込期限　7 月　1 日（木）
収 集 日　7 月　3 日（土）
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皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和3年5月31日現在）

1119
日目

西天北サーマルリサイクルファクトリーが完成しました
　平成３１年度に着工した使用済み紙おむつ燃料化

施設が今年３月末に完成し、４月より本稼働しまし

た。

　これまで使用済み紙おむつはリサイクルできない

ゴミとして埋め立て処分してきましたが、埋め立て

処分場ひっ迫化の原因の一つとなっておりました。

　また、高齢化に伴い、我が国における大人用紙お

むつの消費量は年々増加している状況にあることか

ら、何らかの対策を講じる必要が生じておりました。

　そこで、埋め立て処分場の延命化をしつつ、剪定

枝など、木質バイオマスの地産地消を推進し、さら

には地域における化石燃料使用量低減によるＣＯ２

削減を図るため、施設の整備を進めておりました。

　本施設は最新のシステムにより、使用済み紙おむつと剪定枝などの木質バイオマスから混合燃料を安全で効

率的に、周辺環境に最大限配慮して製造しております。

　製造した混合燃料は、幌延町内の施設にある熱利用ボイラーの燃料として使用が開始され、給湯などに利用

されております。

　西天北サーマルリサイクルファクトリーの完

成により、本地域はエネルギーの地産地消を実

現し、循環型社会の構築に一歩前進しました。

　今後も地域の皆様とともに『誰もが暮らしや

すく、環境に優しい地域づくり』に努めて参り

ます。

※サーマル・リサイクルとは、『熱回収』または、

『エネルギー回収』という意味で使われておりま

すが、他にも『廃棄物を処理し、助燃材などの

固形燃料を作り出すこと』などもサーマル・リ

サイクルと捉えられております。

☆ご不明な点は西天北五町衛生施設組合（☎０１６３２－５－１１５４）までお問い合わせください。

今月の
納 税 6/30納期

町道民税（1期）

（令和３年5月31日現在）

人口

世 帯

●男   1,201人（－6）
●女   1,311人（－2）

2,512人
（－8）

1,315（－1）

サーマルリサイクルファクトリーで作られたペレット燃料


